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多言語標識・看板の環境整備によりインバウンドの増加を図る。

⑧写真及び図
面

実　績

目　標

３２年度
目標値

（３７年度）

多言語標識・看板の設置

目　標 10 20

実　績

平成３１年度
島内観光地を調査し、多言語標識・看板が必要な施設を検討する。また補助事業を模索し計画を作
成する。

平成３２年度 専門業者にて設計を行い、事業実施を目指す。

⑦成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（２９年度）
３０年度 ３１年度

特定財源名 （a）または（b）の名称 （c）の名称

⑥事業計画

年度 実施する具体的な事業の内容

平成３０年度 島内観光地を調査し、多言語標識・看板が必要な施設を検討する

計(a～d) 0 0 2,514,000 2,514,000 20,000,000

(d)一般財源 2,514,000 2,514,000 4,000,000

(c)地方債等

(b)県費 16,000,000

(a)国庫

④実施方法  　 □直接実施　　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

⑤事業費
【単位:円】

　28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

財
源
内
訳

商工観光課
事業実施

（予定）年度
H30～H32

基本計画の該当個所 施策の柱２８－１、２８－２

③事業内容

補助事業を活用し、多言語標識・看板の設置し、インバウンド対応への環境整備を図る。近年インバウンドが増えてきているので、関係機関連携
し島民向け外国語講習会を開催する。

230

【暮らす】施策の柱２８

①予算事業名 観光振興事業 予算科目 ７－１－３－６ 基本構想上の位置づけ
上段：「島づくり目標」
下段：「施策の柱」

共に暮らせる島づくり

多様なニーズに応えられる町づ
くり

②担当部課名


